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5 徳川幕府編 1530 巻からなる江戸後期の大名・旗本・御家人らの系図集である。文化 9 年
（1912）に成立した。「寛永諸家系図伝」を全面的に改訂し、新たに諸家に寛政 10 年
（1798）までの系図を提出させ、家督相続者の詳しい経歴を記載した。 





































編『近世日本の海外情報』岩田書房、1997 年）、191-207 頁。 
11 松本英治『近世後期の対外政策と軍事・情報』（吉川弘文館、2016）、「大槻玄沢『嘆詠
余話』と五島漂着船事件」（『日本歴史』760 号、2011年）、73-81 頁、「蘭書翻訳機関の設
立構想と対外関係」（『洋学 』19・20、2012 年）、121-132 頁。 



























二」15（10）14-18 頁、21-31 頁、また同誌 47 年刊「仙台藩医学館における洋学上・下」
16（3）3-10 頁、16（4）7-13 頁、に掲載される。 
14 鵜飼幸子「養賢堂の学制改革について―桜田欽斎、志村篤治の反論を中心に―」（『仙台
市博物館調査研究報告』2、1982 年）、1-9 頁。 






































































21 沼田次郎『洋学』（吉田弘文館、1996 年）、144-160頁。 
22 沼田『洋学』、215-233 頁。 



































































































































































に老中首座松平定信（宝暦 8 年−文政 12 年、1758−1829）によって、天明の大飢饉や田沼政
治による財政の疲弊局面を打開するために寛政の改革が始まった。そして才徳兼備の正敦
は、寛政 2 年（1790）に定信によって幕府の若年寄に抜擢され、その翌月に勝手掛に昇進し










年）、49 丁オ−51 丁ウ、また足立栗園『近世日本国防論』 下（三教書院、1939−40 年）、
147−153 頁などを参照されたい。 
26 正敦を養子に迎えた正富は、正敦よりわずか 5 歳年長であるにすぎなかったが、行状を
問題視されており、座敷牢に入ることが多かった。正敦を迎えると間もなく病死してい
る。 







































30 佐藤昌介『洋学史論考』（思文閣、1993 年）、65−103頁。 
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弘文館、2004 年）、176−218 頁。 
32 鈴木道男「堀田正敦の鳥類研究－『観文禽譜』博物学・分類学及び歌学上の評価と史料
的価値について」東北大学博士論文乙第 8891 号、2008 年。 
33 国分豊章、他編『六代治家記録』は、伊達家の正史『伊達治家記録』全 696 巻のうち、
藩主伊達重村から斉邦までの 6 代に渡る 91 巻、22 冊からなる記録である。明治 7 年

























34 松平定信の側近の水野為長（宝暦元年−文政 7 年、1751−1824）が、定信施政上の参考に
するために、天明初年から寛政中期ごろまでの出来事や風説を見聞したままに記録した日
記的随筆を内田親輔が抄出し『よしの冊子』（文政 13年、1830）と命名されたのである。






36 『仙台叢書』6（仙台叢書刊行会、1924 年）、38−39頁。なお、楽翁は定信の号である。 
37 『宮城県史』12 学問・宗教編（宮城県史刊行会、1961 年）、48−50 頁を参照。 
38 森『随筆百花苑』9、155 頁。 





























40 『六代治家記録』15、文化 4 年（1807）10月 25 日、同年 12 月 12 日、さらに翌年
（1808）7 月 11 日、11 月 13 日の日付などに乗馬関係の記録が残されている。 
41 高澤憲治『松平定信政権と寛政改革』（清文堂、2008 年）、194 頁。 
42 作並『東藩史稿』4、49 丁ウ−50 丁オ。 





















山孝盛（元文 3 年−文化 12 年、1738-1815）の日記「自家年譜」46の文化 4 年（1808）6 月 20
日の項には、定信が正敦と面談したことが記録されている。ここで注意すべきは、堀田正敦
は同年 6 月 6 日に蝦夷地巡使として任命され、同 21日に出発したことである。蝦夷地赴任
の直前の 20 日にあったこの面談は、蝦夷地に起こった日露紛争と深く関連していると考え






45 鈴木「堀田正敦の鳥類研究」、128−130 頁。 
46 森山孝盛「自家年譜」、一名「森山孝盛日記」（国立公文書館内閣文庫蔵[自筆本影印
版]、1994 年）には、明和 7 年（1770）から文化 8 年（1811）までの日記が収められる。 
47 『六代治家記録』15、文化 4 年（1807）6月 10 日条に「白川侯定信松平氏越中守ヘ奉行

































48 藤田覚『近世後期政治史と対外関係』（東京大学出版会、2005 年）、80 頁。 
49 森『随筆百花苑』9、168 頁。 
























表 1 堀田正敦・江戸幕府職務年表 
 





頁および 681 頁の「伊達斉義」「伊達斉邦」の項が簡潔で分かりやすい。 
年（西暦） 月日 内容 
寛政元年（1789） 4 月 8 日 御普代席 
 同 2 年（1790） 6 月 10 日 若年寄・大御番頭 
 同 2 年（1790） 7 月 21 日 御勝手掛リ 
 20 




















 同 7 年（1795） 11 月 5 日 若君様近年之内西丸御引移ニ付右御用取扱 
 同 10 年（1798） 2 月 聖堂御再建御用掛リ 
文化 3 年（1806） 2 月 3 日 御勝手向常々出精相勤侯ニ付三千石御加増 
 同 4 年（1807） 6 月 6 日 此度蝦夷地に異国船着ニ付爲見廻松前表江被遣 
 同 14 年（1817） 7 月 24 日 御供幷月番御免 
文政 2 年（1819） 4 月 25 日 願之通リ御勝手掛リ御免、純子五巻被下 
 同 8 年（1825） 4 月 18 日 城主格 
 同 12 年（1829） 12 月 26 日 年来出精相勤候ニ付三千石御加増 























































































































た「和蘭航海路記」（安永 4 年、1775）や通詞本木栄之進の著作「與地国名訳」（同 6 年、
1777）を書写したことから58、世界地理学に対する関心とその知識への吸収の深さが窺える。 
ロシアの接近に備え、海国日本の対外防衛に腐心した子平は、天明 6 年（1786）に地理書























59 林『新編林子平全集』2、42 頁。 
60 林子平著・山岸徳平、佐野正巳共編『新編林子平全集』1『兵学』（第一書房、1978
年）、87 頁。 
61 林『新編林子平全集』1、259 頁。 




的危機感をもたらした（図 2 蝦夷地関係図）。 
 
図 2 蝦夷地関係図 
   














府の海防体制に対する警戒感も急 に弱まっていき、文政 4 年(1821)12 月に蝦夷地は再び
松前藩に復帰することとなった。 
























64 神宮司庁編『古事類苑』法律部 40（神宮司庁、1912年）、583 頁。 




























































67 安間敬長「崇岳君言行録」（文久 2 年、1862）、『豊橋市史』史料編 4（豊橋市役所刊、
1963 年）、3−83 頁所収。 
68『豊橋市史』史料編 4、33 頁。 
69『豊橋市史』史料編 4、33 頁。 
70 鈴木道男「若年寄の蝦夷地視察」（『国際文化研究科論集』8、2000 年）、13-29 頁。 


































72 高柳真三、石井良助編『御触書天保集成』下（岩波書店、1958 年）、6535 項、856 頁。 


































11 月 1 日 
幕府ヨリ藩兵六百許ヘ大銃硝丸等ヲ備ヒ蝦夷地エ
トロフ及ヒクナシリ箱館ヲ戍衛セシムヘキ命アリ 
600 12 月中旬 
4 年 





74 藤田覚『近世後期政治史と対外関係』（東京大学出版会、2005 年）、44 頁。 
75 金森正也『秋田藩の政治と社会』（無明舎、1992 年）、171-172 頁。 





















800 2 月 18 日 
『六代治家記録』により作成 
 
表 3 文化 4−5 年東北諸藩の出兵人数 











人数 1242 863 591 318 3114 
文化 5 年 
（1808） 
盛岡藩 弘前藩 仙台藩 会津藩 合計 
人数 250 150 2000 1600 4000 
原剛『幕末海防史の研究』（名著出版、1988 年、100-101 頁）により作成 
 
文化 4、5 年（1807、08）仙台藩の蝦夷地警固にあたって出兵した記録、及び東北諸藩が
蝦夷地へ派遣した人数は上記の通りであるが（表 2、表 3）、一つ注意すべきは、表 3 のよう
に仙台藩の文化出兵は 5 年に入ってから第一陣の出発があったと考えられてきたが、実は
その前年に、仙台藩よりすでに秋田藩・庄内藩の加勢に 500 名程の藩士が派遣されたことが






まで延期することにしたのである。そして 12 月にまた、エトロフ、クナシリ、箱館 3 地に
合わせて 1700 人を発するように命じられ、今回の命令に応ずるため、1 月 26 日に 1220 人、
2 月 18 日に 800 人を出発させたのである。 
従って仙台藩の派遣人数は、文化 4 年（1807）に 500 人の出兵であり、5 年にまた 2000
人程の規模となっていたのである。仙台藩士で出兵の際に勘定方の仕事を務めた南館門市
「松前記」78（文化 5 年、1808）に、同 5 年の出兵方面、担当者、人数ははっきりと記載さ
れていたので、下表のようにまとめることができる（表 4）。 
 
表 4 文化 5 年仙台藩の蝦夷地出兵 
職務 備頭 出兵人数 死亡者 
エトロフ詰 日野英馬 649 4 
クナシリ詰 高野雅楽 518 60 
箱館詰 （齊藤徳蔵＊）芝田兵庫 902 4 
大番頭 芝田兵庫 2069 68 
＊齊藤徳蔵は出発前に解任されたため、大番頭芝田兵庫が箱館詰を兼務することになった。 








77 羽太『休明光記』8、642 頁。 
78 南館門市「松前記」文化 5 年（1808）、市立函館図書館所蔵。前掲、村上、高橋共編
『文化五年仙台藩蝦夷地警固記録集成』、241−312 頁所収。 
79 松浦静山著・中村幸彦、中野三敏校訂『甲子夜話』（平凡社、1977−83 年）。正編 6 巻、
続編 8 巻、三編 6 巻、全 20 巻。『甲子夜話』は文政 4年（1821）より起稿され、静山の没











ここに言及された中村日向（宝暦 5 年−天保 4 年、1756-1833）は、世々伊達家に仕えた一
家の出身で、27 歳の若さで奉行職にあげられ、以降仙台藩の藩政を補佐した。日向の正室
は 6 代藩主宗村の娘（認姫）であり、正敦の同母姉にあたる。正敦と同様に仙台藩の運命に
















80 松浦『甲子夜話』正編 1、219-220 頁。 
81 『六代治家記録』15、67 丁オ−ウ。 


























小普請近藤重蔵らを随行させた。正敦は 10 月 13 日に蝦夷地視察の任を終えたが、それ以
降も北地の警固の責務を心がけて、度々藩地へ向かい、時にはその世子を代わりに藩内の視
察に足を運ばせたのである。『五代治家記録』によれば、文化 5 年（1808）3 月 25 日馬の乘






































































聴取にあたった。文化 2 年（1805）大槻玄沢・志村弘強は 40 数日をかけて漂流民の見聞聴
取を行い、上記のいきさつも含め、詳細な内容を同 4 年に『環海異聞』（首巻「序例附言」
を含め全 16 巻）としてまとめあげたのである。前 3巻はその漂流の経歴を記録した道中記
で、4-8 巻は滞在中の見聞を飲食や服飾、宗教や産育、冠婚葬祭及び政治、武備、農耕、医






る90との考えであったのに対し、吉田厚子氏はそれより 8 年前の寛政 6 年（1794）に生じた
仙台領民大乗丸水夫の安南国（現ベトナム中部）漂着事件で、玄沢はすでに正敦の知遇を得




90 洋学史研究会編『大槻玄沢の研究』（思文閣、1991 年）、30 頁。 





に送還された。同 9 年、藩儒志村五城らが長崎より漂流民を引き受け 6 月に本邸に到着し
た。その後の尋問に当たり、「本館台下ニ召シテ其事歴ヲ問ワル。又堅田侯ハ我侯ノ従祖祖父






















92 大槻玄沢『漂南紀略』（一名『漂南聞略』、寛政 9 年、1797）、国立国会図書館蔵。 
93 大槻『漂南紀略』下、1 丁ウ。 
94 石山洋「『環海異聞』の成立をめぐって―大槻玄沢の海外事情研究の一齣」、洋学史研究
会編『大槻玄沢の研究』、225−226 頁を参照。 
95 石井研堂『異国漂流奇談集』（新人物往来社、1971 年）、345−355 頁。 
96 志村弘強問・（清）陳世徳、林光裕答『西遊筆語』（寛政 8 年、1796）、関西大学図書館
所蔵。 
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97 鈴木「若年寄の蝦夷地視察―堀田正敦の『觀文禽譜』（六）」、21 頁を参照。 
98 大槻玄幹「茂禎年譜略」（文化 8 年、1825）、早稲田大学図書館蔵、2 丁オ−ウ。 
99 大槻『漂南紀略』下、1 丁ウ−2 丁ウ参照。 


































































106 大槻『漂南紀略』中、1 丁オ。 
107 近藤重蔵『安南紀略稿』『阿媽港紀略稿』（寛政 8-9年、1796-97）は国書刊行会編『近
































108 大槻『漂南紀略』中、1 丁ウ−2 丁オ。 



































































(『自然と実学』5、2020 年）、137-145 頁の内容を改変して用いたものである。 






























116 大友編『北門叢書』6、346 頁参照。 
117 大友編『北門叢書』4、98 頁参照。 
118 大友編『北門叢書』6、297 頁参照。 
































120 沼田次郎、他校注『日本思想大系』64『洋学』上(岩波書店、1976 年）、427 頁。 




































































123 大槻玄沢『寒地病案』（文化 5 年、1809）、京都大学附属図書館蔵『臥牛医案』のうち、
30 丁オ。 











































表 5 『寒地病案』における「ヘイステル内科書」抄出内容 










答』130（同 4 年）、または『俄羅斯情形臆度』（弘化 3 年、1846、以下『臆度』と略す）131な
どの史料を用いる。『臆度』は、昌平黌御儒者である古賀侗庵（天明 8−弘化 4、1788-1847）
 
129 大槻玄沢『嘆詠餘話』（文化 4 年、1807）、早稲田大学図書館所蔵、古賀侗庵『俄羅斯紀
聞』（文化 13 年、1816）第 2 集第 8 冊所収、55 丁オ-80 丁オ。 
130 大槻玄沢『補影問答』（文化 4 年、1807）、沼田、他校注『日本思想大系』64『洋学』上
所収、401-441 頁。 
131 古賀侗庵『俄羅斯情形臆度』（弘化 3 年、1846）、宮内庁書陵部蔵。 
































表 6 古賀侗庵『俄羅斯情形臆度』の内容構成 
【上巻】1 康煕年中雅克薩城合戦之事 2 清朝俄羅斯両国之交之事 3 清朝俄羅斯強弱之事 4 満
州人俄羅斯人気性之事 5 俄羅斯人交易と願ふ心底之事 6 俄羅斯敵之国と滅す事 7 俄羅斯刑
罰之事 8 俄羅斯一夫一婦之事 9 西洋妄に帝号を称せさる事 10 莫臥児之事 附 11 西洋諸国
当時之形勢之事 【下巻】12 俄羅斯隣国を蠶食する計策之事 13 俄羅斯今帝賢否之事 14 俄
羅斯女主伝統之事 15拂郎察帝英雄之事 16拂郎察俄羅斯両国戦争之事 17俄羅斯国中教化之
事 18俄羅斯国中遊女之事 19俄羅斯兵卒戸口多少之事 20和蘭之外入貢之国を増すべき事 21














































133『通航一覧』（国書刊行会、1912−13 年）、第 178 巻、564 頁。 
































135 古賀『俄羅斯情形臆度』、24 ウ-25 オ。 













































































































140 松本『近世後期の対外政策と軍事・情報』、234-282 頁。 























この当時、玄沢は『環海異聞』全 16 巻のほか、『北辺探事』および『同補遺』（文化 3-4、
 








































146 豊橋市役所編『豊橋市史』史料編 4(豊橋市、1963)、33 頁を参照。 
147 吉田「大槻玄沢の蝦夷地御用と北方研究」、169-170 頁を参照。 
148 各書の藩への呈上次第について、『環海異聞』は文化 4 年（1808）5 月に、『北辺探事』






















































150 大友編『北門叢書』6、268−269 頁。 
151 大友編『北門叢書』6、275 頁。 
































154 大友編『北門叢書』6、245−246 頁。 
155 大友編『北門叢書』6、247 頁。 















で、青島俊蔵の『赤人問答』（文化 4、1807）を第 1 巻に、近藤重蔵の『辺要分界図考』（文




表 7 千島諸島の地理空間とロシア改名 
No. 蝦夷名 ロシア改名 意味 現在名 
1 エトロフ オオセムナツサイ 十八 択捉島 
2 ウルップ セムナイツサトイ 十七 猟虎
ラ ッ コ
島161 
3 マカンルル セウヒ          未詳 武魯頓
ブ ロ ト ン
島 
 









161 『環海異聞』第 2 巻にオホーツカ港に関する記述に「コレイツケ」という島が言及さ
れ、「此コレイツケ」はカミシヤーツカと申湊よりつヽき候島々の第十八目にあたるよ
し。此嶋の猟虎至て上品にて、他産の猟虎皮よりは価一倍仕候様に承り申候」と、杉本解
説『環海異聞 本文と研究』、75-76 頁にあるように、この「コレイツケ」はすなわち 18
番嶋にあたるラッコ島であることがわかる。 
 65 
4 シモシリ セスナツサトイ 十六       新知島 
5 ケトイ           ベツナツサトイ 十五か 計吐夷島 
6 ウセシリ       セライナツサトイ 十四か     宇志知島 




テエナツサトイ        十二か 雷公計島
ラ イ コ ケ
 
9 モトワ            オリンナツサトイ 十一か     松輪
マ ツ ワ
島 
10 チルンコタン      テンヤトイ 未詳      知林古丹
チ リ コ タ ン
島 
11 ハルヲマコタン    テエアトイ 未詳       春牟古丹
ハ リ ム コ タ ン
島 
12 無名島            オシモイ 八か      未詳162 
13 ホロモシリ        セリモイ 未詳       幌筵島 
14 無名島      ヒヤトイ 未詳       未詳 
15 無名島               セストイ 未詳 未詳 
16 無名島              セラオルトイ 四か 未詳 
17 無名島      テレトイ 三か    未詳 
18 ヲンネコタン      フトロイ 二か       温禰古丹島 
19 シャシコタン      ホンセレツカ 未詳 捨子古丹





未詳    未詳163 
21 カムシヤツケ    カムサスカ 未詳    カムシャツカ 
 
上記に示されたように、北の「カムシヤツケ」より南の「エトロフ」まで計 21 島が数え







































玄沢『補遺』第 3 巻の中で近藤の半島説について、以下のような記述がみられる。 
 
164 大友編『北門叢書』6、331 頁。 
165 大友編『北門叢書』6、332 頁。 

































168 大友編『北門叢書』6、429 頁。 
169 横山「江戸期における北方空間認識と外国資料」、194 頁。 































171 大友編『北門叢書』6、233−235 頁。 
172 杉本解説『環海異聞 本文と研究』、429-430 頁。 































174 大友編『北門叢書』6、244 頁。 






































留に導く言葉である。杉本解説『環海異聞 本文と研究』、285 頁。 
































182 大友編『北門叢書』6、244 頁。 
183『北辺探事補遺附或問』における玄沢の提案について、吉田「大槻玄沢『環海異聞』と
北方問題」、45-49 頁、また、藤田『近世後期政治史と対外関係』、55−56 頁を参照された
い。    
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184 遠山景晋「籌海因循録」（文政 7 年、1824）、住田正一編『日本海防史料叢書』4（海防
史料刊行会、1933 年）所収、113-121 頁。 


























































188 大槻如電編『新撰洋学年表』（大槻茂雄刊、1927 年）、106 頁。 
189 天文方間重富から地図翻訳の協力を得たことついて、玄沢『環海異聞』序例附言に記さ
れており、また近藤重蔵との交友も安南国漂流記の編纂に始まり、そこに架け橋となった
堀田正敦の働きは玄沢『漂南紀略』（寛政 9 年、1797）附録から窺われる。 












































大槻平泉の青年時代については、彼が著した『経世体要』192（文化 3 年、1806 年）の自序



















193 大槻平泉「家譜書出」（文政 8 年、1825）、宮城県図書館所蔵。『仙台市史』資料編 2 近
世 1（仙台市史編さん委員会、1996 年）所収、354−360 頁。また、「家譜書出」と内容がほ
ぼ一致する「記録抜書」は、同館蔵『伊達氏史料』27、20−35 丁にみられる。 
194 この頃（寛政 6 年、1794）、尾藤二洲は堀田正敦のライフワーク『観文禽譜』（天保 2
年、1831 完成）に漢文序を寄せている。『観文禽譜』については堀田正敦著・鈴木道男編






と 3 年に一度の「学問吟味」という試験制度が実施されるという改革を施した。（表 8） 
 
表 8 寛政年間幕府学問所の試験制度 
寛政（年） 試験科目 試験内容 備考 
4 年
（1792） 

























に、寛政 11 年（1799）4 月に、平泉は「学問出精」を果たし、かつ日頃の勤務によって金





195 東京大学史料編纂所編『柳営補任』1（東京大学出版会、1963 年）、30 頁にみられる。
また、表 1 を参照されたい。 
 78 
る。寛政以来の寄宿制度をみると、寄宿寮は 3 棟 10 軒ずつあり、寄宿生徒は 30 人を限る
ものであった。学則として 2、7 の日は午前に輪読が、3、8 の日は朝 5 つ（7−9 時）に経義
の講釈が行われ、そのほか、年に 4 度の文会ならびに 2 度の詩会が開催される。再建に際
し、尾藤二洲、古賀精里によって書生寮における詳細な規則が定められ196、さらに諸国遊学

























196 文部省編『日本教育史資料』7（富山房、1904 年）118−119 頁を参照。 
197『仙台市史』資料編 2 近世 1、355 頁。 























     亥閏正月  林大学頭、尾藤良佐、古賀弥助 
 私儀是迄西国中国筋遊歴仕候儀無御座候に付此度諸国遊歴諸名家相尋出会仕度奉
存候依之舎長御免被仰付来正月より七ヶ月の間御暇被下置度奉願候以上 




199 大槻『紀游文稿』6、6 丁オ−ウ。 
200 芳賀徹『渡辺崋山 優しい旅びと』（淡交社、1974 年）、67 頁。 
201 『仙台叢書』2、207 頁。 




















































204 『仙台市史』資料編 2 近世 1、355 頁。 
205 中野柳圃すなわち志筑忠雄、長崎出身のオランダ通詞、蘭学者である。著訳作に『暦象
新書』『鎖国論』などある。門下にオランダ語の天才とも呼ばれる馬場佐十郎がいる。 
































207 『仙台市史』資料編 2 近世 1、355 頁。 
208 鈴木道男「堀田正敦博物学の射程 ―堀田正敦の『観文禽譜』(九)」（『国際文化研究科
論集』21、2013 年）、99-112 頁。 


























210 大槻玄沢は天明 5 年（1785）に「一角」との出会いから鯨に興味を持つようになり、寛
政 12 年（1800）年山縣二之助の治療往来に聞いた捕鯨の話を『鯨漁叢話』とまとめた。
他に『西洋鯨品訳説』（又『魚王訳史』、文化 5 年、1808）がある。宗田一「司馬江漢の西
遊をめぐって」（『日本医史学雑誌』 30−4、1984 年）、425-431 頁、また、森弘子・宮崎克
則「大槻清準『鯨史稿』と杉田玄白『解体新書』の関連性」（『九州大学総合研究博物館研
究報告』11、2013 年）、53−68 頁を参照。 
211 『伊達氏史料』27、29 丁オ−ウを参照。 
212 大槻平泉『経世体要』、全 6 巻の内容は以下のようである。第 1 巻「開闢」「国郡」「国
号」「国体」、第 2 巻「皇統」「皇系」「神器」「国祚」、第 3 巻「神道」「皇道」「儒道」「名
分」、第 4 巻「形勢」「城邑」「城制」、第 5 巻「封建」「泉貨」「兵制」「守禦」、第 6 巻「海
































213 大槻『経世体要』、204 頁。 
































215 大友編『北門叢書』6、434 頁。 


































217 大槻『経世体要』、176 頁。 

































219 大槻『経世体要』、190 頁。 






























221 大槻『経世体要』、195 頁。 
222 大槻『経世体要』、194 頁。 






































226 関儀一郎編『日本儒林叢書』続続編詩文部巻 13 編 05（東洋図書刊行会、1937 年）所
収。 
227 小島康敬「桜田虎門の思想―時勢・学問・学校論を中心に―」（浪川健治、小島康敬編




















が分かる。欽斎は正敦に 1 年間ほど仕えて、翌年の正月に帰藩した。 











229 服部栗斎（享保 21 年−寛政 12 年、1736−1800）は通称善蔵、栗斎はその号である。上総
飯野藩の藩士服部梅圃の 4 男として生まれ、五井蘭洲らに師事した。寛政 3 年（1791）幕府
学問所の直轄教授所の一つ、麹町教授所（麹渓書院）で学頭を務める。 
 91 
儒学の教養を深めた傍ら、本草学に興味を持った欽斎は享和 3 年（1803）4 月より江戸博









享和 3 年（1803）に 1882 種の本草をまとめ上げた『本草綱目啓蒙』が刊行されるに至った。
これは日本 大の本草学書・江戸時代 大の博物誌といわれる。 
















230 遠藤正治『本草学と洋学 小野蘭山学統の研究』（思文閣、2003）、82−83 頁。 
231 鈴木道男「江戸後期探検博物学の体制的位置付け―堀田正敦の「觀文禽譜』（七）」（『国
際文化研究科論集』10、2002 年）、133-148 頁。 
















頼もしたのである。天保元年（1830）5 月 57 歳の時、欽斎は藩命に従い、訂正の仕事に従
事することになった。翌年、訂正作業の終了後に藩主と正敦自身より褒美を与えられたので












233 『仙台叢書』7、449 頁。 
234 河野杏庵（寛政 6−嘉永 2 年、1794-1849）別名に公奕、号は槐蔭、東里である。仙台藩
医河野緝庵の養子として家業を継ぎ、同じく医師となる。医学のかたわら、尾藤二洲らに
儒学をまなぶ。天保 4 年(1833)仙台藩医学館学頭となり、藩主伊達斉邦の侍医をかねた。 





























236 桜田欽斎『経世談』（文政 5 年、1822）、教化・職分・君臣・財政・武備など多方面から
経世済民の道を論じ、全 10 巻からなる大著である。瀧本誠一編『続日本経済叢書』2（大
鐙閣、1923 年）所収。 
237 桜田『経世談』、515 頁。 
238 桜田『経世談』、515 頁。 





























240 桜田『経世談』、392 頁。 
241 桜田『経世談』、544 頁。 
242 桜田『経世談』、521 頁。 
243 桜田『経世談』、521 頁。 
244 小島「桜田虎門の思想－時勢・学問・学校論を中心に－」、164−165 頁参照。 

























246 桜田『経世談』、526 頁。 





（仙台叢書刊行会、1923 年）所収、490−530 頁。 
249 「養賢堂学制改正意見書」は文化 7 年（1810）に大槻平泉によってまとめられた学制改
革の構想案「御内々奉伺覚書」である。『仙台叢書』18（仙台叢書刊行会、1936 年）所
収、147−152 頁。 

































252 『仙台叢書』3、497 頁。 
253 『伊達氏史料』27、26 ウ−27 丁オ。 





























255 『仙台叢書』3、519 頁。 
256 『仙台叢書』3、519 頁。 
257 『仙台叢書』3、519 頁。厳崎主は、第二章で論及した仙台藩の奉行中村日向のことを
指す。その正室認姫は 6 代藩主宗村の 7 女であり、堀田正敦の同母姉にあたる。日向は正
敦に協力して 9 代周宗、10 代斎宗の藩主相続を無事成功させることに貢献した重要な人物
である。 
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図 5 学制改革主な人物関係 
 
 












258 『伊達氏史料』27、31 丁オ−ウ。 






表 9 大槻平泉学制改革案の主な内容とそれに対する意見 
条 主な内容・まとめ 大学頭の意見 
1 学制改正申付候付而は規模狭小無之

































































































































































































261 林『新編林子平全集』1（第一書房、1978）、85 頁。 

























































263 『鼓缶子文草』「記学制草稿後」、25−26 頁。 
264 桜田『経世談』、536 頁。 


























266 『仙台叢書』7、447 頁。 
267 『鼓缶子文草』「長病説」、61 頁。 
268 結社誓辞の碑文を掲載する「結社誓辞由来」は『仙台叢書』18（仙台叢書刊行会、1936
年）所収、153−158 頁。 
269 『仙台叢書』18、157 頁。 
270 菊池武夫『近世仙台方言書 研究編』（明治書院、1995 年）、383 頁。 

































272 『鼓缶子文草』「答山田廉叔書」、49 頁。 
273 小島「桜田虎門の思想―時勢・学問・学校論を中心に―」、141 頁を参照。 
274 鵜飼幸子「養賢堂の学制改革について―桜田欽斎、志村篤志の反論を中心に―」（『仙台
市博物館調査報告書』2、1981 年）、1−9 頁。 
275 『鼓缶子文草』「答山田廉叔書」、51 頁 


















278 大槻『講堂小誌』、497 頁。 



















280 桜田『経世談』、396−397 頁。 
281 桜田『経世談』、535 頁。 






























283 桜田『経世談』、534 頁。 
284 桜田『経世談』、396 頁。 
285 桜田『経世談』、398 頁。 
286 鵜飼「養賢堂の学制改革について―桜田欽斎、志村篤志の反論を中心に―」、1-9 頁。 









































表 10 大槻平泉・桜田欽斎（藩校関係）年表 
 
288 辻本雅史『近世教育思想史の研究―日本における「公教育」思想の源流』（思文閣、
1990 年）、254 頁を参照。 
和暦 西暦 人物 出来事 
寛政 2 1790 
欽斎、平泉 藩儒志村東嶼について学ぶ。 
（幕府） 寛政異学の禁を命じる。 
寛政 3 1791 平泉 師志村について江戸へ上り、聖堂学寮に入塾する。 
寛政 4 1792 欽斎 江戸へ堀田正敦の小姓として 1 年間仕える。 
寛政 8 1796 欽斎 江戸へ儒者服部栗斎の門に入る。 
寛政 12 1800 欽斎 麹渓書院に教授する。 
文化 4 1807 欽斎 仙台藩の藩儒となる。 
文化 5 1808 平泉 江戸より帰藩し、仙台藩の儒員となる。 
文化 6 1809 平泉 学制の計画を命じられ、学頭御用となる。 
文化 7 1810 
平泉 江戸に学制改革案を林・堀田に示す。4 代学頭となる。 
欽斎 藩校の指南役となる。 
文化 8 1811 
平泉 構想案に沿って藩校の学制改革を行う。 
欽斎一門 結社誓辞の碑を建てる。 
文化 9 1812 
欽斎 野に下る。 
（藩校） 教科書出版の計画が立てられる。 
文化 12 1815 （藩校） 医学館が設置され、学頭（渡部道可）任命される。 
文化 14 1817 （藩校） 校舎・講堂・書学教場など竣工される。 
文政元 1818 平泉 学制改革の紀文集『講堂小誌』が成立する。 
 112 
菊地勝之助『重訂宮城県郷土史年表』（宝文堂、1972 年）に基づいて作成
文政 4 1821 平泉 
門人小野寺丹元に露・蘭語の習得を命じ、江戸に遣す。 
「俄羅斯版万国與地図」を訳す 






























房、1984 年）、15−50 頁。 



































学校論を中心に」（前掲書『近世日本の言説と「知」』、2013 年）、136−170 頁。 
294 大槻玄沢「御医師育才呈案」（大槻茂雄『磐水存響』坤、大槻茂雄刊、1912 年）、1−19
頁。 



































299 沼田、他校注『洋学』上、203 頁。 
 116 
ダ外科書の翻訳・編纂に従事する経験を積み重ねていった。外科について、玄沢は彼の訳




























二 医学校における蘭方の導入――佐々木中沢の女体解剖例  
 
 
300 大槻玄沢『瘍医新書』（寛政 2 年、1790）、京都大学富士川文庫所蔵、第 1 巻、1 丁ウ-
2 丁ウ。 
301 大槻『瘍医新書』、4 丁オ 
302 大槻『瘍医新書』、3 丁オ。 
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303 大槻玄沢訳・佐佐木中沢増訳・鳥田通奐参校『増訳八刺精要』（文政 8 年、1825）、京
都大学吉田南総合図書館蔵、3 丁オ。 




































ー、2010 年）、3-5 頁を参照。 


































































































309 佐々木『存真図腋』、14 丁オ。 
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313 河野杏庵『先君子遺稿』（文政 5 年、1822）、東北大学附属図書館狩野文庫蔵、2 丁
オ。 
314 河野『先君子遺稿』、4 丁ウ。 


















































316 渡部『五大家医論』、11 丁オ−ウ。 
































319 吉田忠「「在村蘭学」再考」（『洋学』21、2013 年）、53−57 頁を参照。 





























321 杉本つとむ『江戸の阿蘭陀流医師』（早稲田大学出版部、2002 年）、349-351 頁を参
照。 
322 沼田、他校注『洋学』上、262 頁。 
323 杉本『江戸の阿蘭陀流医師』、40-41 頁。 
324 吉田忠「蘭学と伝統科学」（『伝統と異端―天皇・天・神―』角川書店、1991 年）、452



































325 沼田、他校注『洋学』上、234 頁。 
326 沼田、他校注『洋学』上、236 頁。 




































328 蘭語の wetenschap。ドイツ語の Wissenschaft にあたり、科学や学問を指す。 
329 大槻『瘍医新書』1、5 丁オ−ウ。 
330 大槻『瘍医新書』1、5 丁ウ−6 丁オ。 































332 大槻編『大槻玄幹文集』、5 丁ウ。 







































































































337 幕府の編纂事業は、徳川家康から 4 代家綱までの時代、8 代吉宗の治下にある享保改
革期、寛政期より幕末期までの三つの時期に分けられている。福井保『江戸幕府編纂物 
解説編』（雄松堂、1983 年）、12−18 頁を参照。 
338 文化 8 年（1807）蛮書和解御用―安政 2 年（1855）洋学所―翌 3 年蕃書調所－文久 2
年（1862）洋書調所－翌 3 年開成所という変遷をたどる。 
339 和田光俊「蘭書による西洋天文学の始まり―『ラランデ暦書』の入手と翻訳をめぐっ




























340 渡辺敏夫『近世日本天文学史』上『通史』（恒星社厚生閣、1986 年）、229 頁。 




343 渋川景佑撰『新修五星法』（文政 5 年、1822）。浅見恵、安田健訳『日本科学技術古典
籍資料』天文学篇 2（科学書院、2000 年）、4–5 丁。 


































集』11、2003 年）、123-144 頁を参照。 
346 『天文方代々記』（安政 6 年、1859）、大崎正次編『天文方関係史料』（大崎正次刊、
1979 年）、40 頁。 
347 大槻『新撰洋学年表』、96 頁。 
348 先行研究には、沼田次郎「蛮書和解御用創始の経緯をめぐって」（『日本歴史』524、
1992 年）95-107 頁、中村士「蛮書和解御用の創設とその後の天文方」（『洋学』19・20、
























景保の建白より先に、玄沢は文化 4 年（1807）9 月に『嘆詠餘話』のなかで初めて蘭書
の翻訳機関の設置を提言した。『嘆詠餘話』は前文に触れた『捕影問答』と同時期の著作で






349 杉本『江戸時代西洋百科事典：『厚生新編』の研究』、12 頁。 
















子製法集説』（文化 7 年、1811）や、玄沢の『蘭畹摘芳』（寛政 4 年、1792）『六物新志』（寛










































資料 2  
蓋蘭人之格物窮理、其專門必当有能盡其精微者。如幸獲之。而訳行以博供済世、則吾
 
354 林屋辰三郎『化政文化の研究』（岩波書店、1976 年）、356 頁。 
355 前田勉「一八世紀日本の新思潮―国学と蘭学の成立―」（笠谷和比古編『一八世紀日本
の文化状況と社会環境』思文閣、2011 年）、307 頁を参照。 













































357 杉田立卿訳『眼科新書』序（文化 12 年、1815）、東京大学医学図書館所蔵、1−2 丁。 
358 宇田川榕菴訳述『遠西医方名物考』「凡例」（文政 5 年、1822）、早稲田大学図書館蔵、
1−4 丁。 

































響』乾、9−20 頁所収。また、成立年に関しては佐藤『洋学史論考』、109 頁を参照。 































































366 佐藤『洋学史論考』、71‒80 頁。 













































































































































































































































































































































































































浅見恵、安田健訳『日本科学技術古典籍資料』天文学篇 2（科学書院、2000 年） 
阿曽沼要『墓誌・碑文・古地図にかいまみる仙台の医学史』（丸善出版サービスセンタ
ー、2010 年） 



























作並清亮編『伊達氏史料』（5 輯 144 巻［写本］、1888-1916 年） 
佐藤昌介『洋学史論考』（思文閣、1993 年） 





関儀一郎編『日本儒林叢書』続続編詩文部 13-05（東洋図書刊行会、1937 年） 
仙台叢書刊行会編『仙台叢書』2（仙台叢書刊行会、1923 年） 




仙台市史編さん委員会編『仙台市史』資料編 2 近世 1（仙台市史編さん委員会、1996 年） 
















豊橋市役所編『豊橋市史』史料編 4（豊橋市役所刊、1963 年） 
東京大学史料編纂所編『近藤重藏蝦夷地関係史料』1（東京大学出版会、1984 年） 
東京大学史料編纂所編『柳営補任』1（東京大学出版会、1963 年） 
沼田次郎、他校注『日本思想大系』第 64、65 巻『洋学』(岩波書店、1972-76 年） 
沼田次郎『洋学』（吉川弘文館、1996 年） 
ノエル・ショメール著・馬場貞由他訳『厚生新編』（厚生新編刊行会、1937 年） 














宮城県史編纂委員会編『宮城県史』12 学問・宗教編（宮城県史刊行会、1961 年） 
村上直、高橋克弥共編『文化五年仙台藩蝦夷地警固記録集成』（文献出版、1989 年） 




















































価値について」（東北大学博士論文乙第 8891 号、2008 年） 
宗田一「司馬江漢の西遊をめぐって」（『日本医史学雑誌』 30−4、1984 年） 


































石井当光訳・吉田正恭修訂『遠西草木譜』（天保 14 年序、1843）、早稲田大学図書館所蔵 
宇田川玄随『西説内科選要』（寛政 5 年、1793）、早稲田大学図書館所蔵 
宇田川榕菴訳述『遠西医方名物考』（文政 5 年、1822）、早稲田大学図書館所蔵 
「大槻家旧蔵千島列島図」（巻物、成立年不明）、一名「従東蝦夷地クナシリ島至魯西亜国
カムシカツトカ大略地図」、早稲田大学図書館所蔵 
大槻玄幹「茂禎年譜略」（文化 8 年、1825）、早稲田大学図書館蔵 
大槻玄沢『瘍医新書』（寛政 2 年、1790）、京都大学富士川文庫所蔵 
大槻玄沢『漂南紀略』（寛政 9 年、1797）、一名『漂南聞略』、国立国会図書館所蔵 
大槻玄沢『環海異聞』（文化 4 年、1807）、早稲田大学図書館所蔵 
大槻玄沢『北辺探事』（文化 4 年、1807）、一名『魯国日本交通史』、早稲田大学図書館蔵 
大槻玄沢『嘆詠餘話』（文化 4 年、1807）、早稲田大学図書館所蔵、『俄羅斯紀聞』2-8 所収 




大槻平泉「家譜書出」（文政 8 年、1825）、宮城県図書館所蔵 
河野杏庵『先君子遺稿』（文政 5 年、1822）、東北大学附属図書館狩野文庫所蔵 
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古賀侗庵『俄羅斯情形臆度』（弘化 3 年、1846）、宮内庁書陵部所蔵 
国分豊章他編『六代治家記録』（明治 7-9 年、1874-76）、宮城県図書館所蔵 
佐々木中沢『存真図腋』（文政 5 年、1822）、東北大学附属図書館医学分館所蔵 
志村弘強問・（清）陳世徳、林光裕答『西遊筆語』（寛政 8 年、1796）、関西大学図書館所蔵 
杉田立卿訳『眼科新書』（文化 12 年、1815）東京大学医学図書館所蔵 
























和暦   幕府    堀田正敦   仙台藩                          西暦 
↓    ↓     ↓      ↓                            ↓ 
享保 5  キリスト教以外の禁書輸入を緩和                            1720 
元文元               学問所開設される                      1737 
明和 9               学問所「養賢堂」と称す                   1772 
安永 5        工藤家新居に遊ぶ                             1775 
工藤平助藩医に召される 
天明 3               工藤平助『赤蝦夷風説考』を老中田沼意次に献上する      1783 
天明 5  蝦夷地探検隊の派遣    林子平『三国通覧図説』                   1785 
天明 6  千島探検（最上徳内）                                 1786 
 近江堅田藩堀田正富の養子に入る 
工藤平助の助力により大槻玄沢仙台藩に転籍される    
林子平『海国兵談』 
天明 7  松平定信老中首座になり、寛政の改革を行う                       1787 
           堅田藩の藩主になる 
寛政元  東蝦夷地クナシリ騒擾                                 1789 
寛政 2  聖堂に朱子学を正学とする「異学の禁」                         1790 
幕府若年寄・勝手掛になる                    
寛政 3               大槻平泉聖堂学寮に入塾する                 1791 
                    桜田欽斎江戸で堀田正敦に仕える              1791-93 
寛政 4  幕府医学館（漢方）建てられる                             1792 
     ロシア使節ラクスマン根室に来航  
林子平仙台蟄居を命じられる 
寛政 5  沿海の諸藩に海防を命じる                               1793 
寛政 6        堀田邸で安南漂流民の聴取を行い、大槻玄沢同席する             1794 
寛政 7  寛政の改暦始まる（高橋至時・間重富）                         1795 
                      大槻玄沢長崎奉行出役近藤重蔵に漂流記を渡される 
寛政 8               8代藩主斉村病死                       1796 
仙台藩政の補佐に依頼される 
寛政 9                寛政の改暦で幕府に褒美を下される                     1797 
寛政 10  蝦夷地探検（近藤重蔵・最上徳内）                           1798 
聖堂御再建御用掛に任命される 
寛政 11   東蝦夷地を直轄                                    1799 
寛政 12  聖堂を幕臣旗本・附人の教育機関にする                         1800 
     蝦夷地和風化政策を実施 
全国測量（伊能忠敬）                                1800-16 
享和 3                大槻平泉・玄幹遊学（1年以上長崎で蘭学修業）       1803-05 
長崎奉行に書状を送り平泉に便宜を図る 
天文方に西洋流天文学「ラランデ暦書」を渡す 
文化元  ロシア使節レザノフ長崎に来航                            1804 
大槻玄沢・志村弘強にロシア漂流民の事情調査を命じる 
文化 2               大槻玄沢・志村弘強『環海異聞』を編纂する          1805 





     ロシアの対応に蝦夷地へ赴き（6.6-10.13）、近藤重蔵・大槻玄幹ら同行する 
藩より『環海異聞』を借り出す 
藩政を松平定信に託す 
              大槻玄沢『嘆詠餘話』『補影問答』『北辺探事』『同補遺』などを著す 
       桜田欽斎仙台藩の儒員に挙げられる 
文化 5  カラフト探検（宮間林蔵）                               1808 
                  幕府より蝦夷地警衛の功を賞される                
                  大槻平泉江戸より帰藩する 
文化 6               大槻平泉藩命より学制拡大を計画する             1809 




文化 8  天文方に翻訳局「蛮書和解御用」設置される                       1811 
           天文方高橋景保に馬場佐十郎・大槻玄沢を蛮書和解御用の挙用を指示する 
           ショメール辞典『厚生新編』の翻訳 
          桜田欽斎平泉と対立し、結社誓詞の碑を建てる           
文化 9        『寛政重修諸家譜』完成                          1812 
桜田欽斎藩当局に排斥され下野する                
文化 10               『厚生新編』の写し（『生計纂要』と改名）を藩庫へ移入される 1813 
文化 12               医学館が独立され、渡部道可初代学頭に任命される       1815 
文政 2        勝手掛を辞任する                             1819 
                  大槻平泉藩命より魯西亜万国與地図を訳す 
文政 4               藩校で蘭学方が設置される（日本初）             1821 
                  小野寺丹元、師平泉の命により江戸へオランダ語ロシア語を修業する 
文政 5               佐々木中沢医学館に挙用される                1822 
医学館で西洋医学の講座が開かれる 
女屍体の解剖実践（『存真図腋』成立）              
文政 8  異国船打払令を出す                                  1825 
城主格に昇進される                              
文政 10        藩政の摂行を託される                           1827 
天保元        桜田欽斎に禽譜の訂正を命じる                       1830 
天保 2        『観文禽譜』完成                             1831 
天保 3        歿す（78歳）                                  1832 
天保 12  天保改革始まる                                    1841 
     天文方に西洋軍事書の翻訳を行う 
天保 13  薪水給与令を出す 
嘉永 3               大槻習斎、父平泉の跡を継ぎ養賢堂学頭になる         1850 
嘉永 6               洋式大砲を製造する                     1853 
安政 2  洋学所が設置される                                  1855 
安政 4  蕃書調所設立                                     1857 
                  西洋式軍艦開成丸竣工（日本初） 
安政 6               小野寺丹元蕃書調所教授手伝に任命される           1859 
